
¦ 2. 部分空間とその基底 ２０１１年度後期 線形代数 II（木 3限）

1 次のそれぞれの 2次元数ベクトル空間 R2 の部分集合は，R2 の部分空間とはならない．それぞれにつ

いて，部分空間とはならない理由を反例をあげることにより示せ．
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2 V，W がともに Rn の部分空間であるとき，その共通部分

V \W D fx 2 Rn j x 2 V;x 2 W g

もまた Rn の部分空間であることを証明せよ．

【裏に続く】



3 n次元ベクトル a;b 2 Rn と .m; n/型の行列 Aの間の積について

A.aC b/ D AaC Ab; A.ca/ D cAa （c は実数）

をみたす．このことを用いて 1次同次方程式 Ax D 0の解全体の集合

V D fx 2 Rn j Ax D 0g

は Rn の部分空間であることを証明せよ．

4 連立 1次方程式
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をみたす 4次元ベクトル

0
B@
x
y
z
w

1
CA全体からなる R4 の

部分空間を V とする．V を V D ha1; : : : ; ariの形に表せ．
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